
2022 年度秋期 国立大学法人千葉大学修士論文発表会 

［園芸学研究科緑地環境学・ランドスケープ学コース］（2023 年 2 月） 

 

49 

ừ  

─╖∟∆∂ 
⌐⅔↑╢₈ ₉⌐ ≠™√ ─  

The path of life 

Proposal for reorganization of city axis based on ñEcosystem mapsò in Central Kochi City 

    園芸学研究科 ランドスケープ学コース 環境造園デザイン学領域（主指導教員：章 俊華） 
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日本の都市では、高度成長期以降、急激な人口増加ととも

に市街地が拡大し、樹林地や農地が大幅に減少した。これに

より、生物の生息生育環境が減少、分断化され、生息基盤を

失った種の減少などが生じている 1）。例えば河川護岸のコ

ンクリート化といった都市インフラの整備も生物の活動を妨

げる大きな要因の一つである。生物が生息域を拡大するため

には、都市近辺にパッチやコリドーといったエコロジカルネ

ットワークが適切に設計、管理されている必要がある。その

一方、現在の我が国の地方都市では上記の過程とは逆に、中

長期的には都市の縮退や低密度化が必然的な状況となるもの

と考える。 

こうした状況に関して、本研究の対象地としている高知県

高知市も例外ではない。 

本研究では、対象地のエコロジカルネットワークの再生に

よって都市の軸を再編し、生物と共生するこれからの都市の

あり方を模索する次世代の都市デザインの提案を行うことを

目的とする。 

 

─ ↑ 

これまでに、上記の背景を共有する研究、特に河川周辺の

エコロジカルネットワークの研究としては、緑被分布と個体

数の関係についての研究や土木的な観点からシミュレーショ

ンを踏まえた構造検討といった研究が多くなされている。一

方、本来の群落や植生から都市全体の空間を見直し、生物を

呼び込むことを目的に設計を試みた研究は少ない。環境を評

価し、生物の生息適地を分析によって求める研究としては、

たとえば日置（2000）の「生きもの主体のランドスケープ計

画手法に関する展望 調査と計画を結ぶランドスケープエコ

ロジーの分析手法 2）」がある。そこでは、調査を基に環境

ポテンシャル評価を行い、シナリオ分析等の後に保全・復元

計画を立てる流れが説明されているが、実際にそのフローに

よってどのような景観や都市の姿が見えてくるのかという展

望までは触れられていない。環境を評価したのち生物の生息

地想定に基づいて都市スケールのデザインを提案するという

点に、本研究の独自性がある。 

─  

高知県高知市の中心部、高知城から筆山にかけての範囲を

対象地とする。本地区は江戸時代には土佐藩の中心地であり、

現在は県庁所在地で都市の中心的な機能が集中している一方

で、山地が南北に連なり干潟などの水辺環境も見られるとい

う特徴がある。近年では人口減少にある市全体に対して、中

心部は転入超過となっており人口が増加傾向にある。その背

景には、中心市街地活性化基本計画に基づく新規マンション

建設等の事業により都心回帰が進んでいるという背景がある。 

 

─  

最初に、都市の成り立ちと生態系という 2 つの側面から対

象地について調査する。都市の成り立ちについては、文献調

査と現地調査から行う。生態系調査では、設計対象地区の環

境特性に関する基礎情報を収集するために、生物の生息・生

育空間を構成する環境基盤の状況、それらを利用する生物の

生息・生育状況などを把握する 3）。まず、現地調査、文献

調査により、対象地周辺の生物種をリスト化し、県のレッド

リスト等を参照しながらサンプルとする種を 10 種選定する。

さらに周辺自然環境の分布や成り立ちについて調べ、サンプ

ル種の生態と関連づけて地図にまとめることで、生態系の可

視化を試みる。地図はサンプル種の生態の関係性を模式的に

表す「生態イメージマップ」、対象地周辺の自然環境（生

息・生育空間となる緑、地形・河川等、群落、土地利用）の

分布や成り立ちを表す「生態系ポテンシャルマップ」を作成

しそれらを重ね合わせることでサンプル種の好む環境を生態

と併せて表す「生態系地図」を作成することにした。 

最後に、以上の調査分析で得られた知見に基づき、対象地

におけるエコロジカルネットワークの再構築による都市軸の

再編デザインの提案を行う。 
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生息環境、食物連鎖の２つの観点から作成した（図１）。

サンプル種は、県のレッドリスト等を基に、オオタカやトビ

ハゼ、ベンケイガニをはじめとした生物種を選定した。絶滅
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危惧種だけでなく、象徴種としてミカドアゲハも含めた。基

本的な生息地としては山地から河川周辺に及ぶが、相互の関

連性や生態の中で、異なる環境を行き来する種も見られるこ

とがわかった。中でもベンケイガニは比較的さまざまな環境

でも生息できると考えられる。 

 

Ӈ ⱳ♥fi◦ꜗꜟⱴ♇ⱪ─  

次に対象地周辺の自然環境を把握した。 

対象地周辺において、山地では主にシイ・カシ二次林及びス

ダジイ群落が優先しており、平野部では群落的な組成は多様

でないものの地形や土地利用による違いが見られた。しかし

大部分は市街地であるため、飛翔できない生物にとっては生

息地間の移動が容易ではないと考えられる。 

 

図 2．生態系ポテンシャルマップ 
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生態系イメージマップと生態系ポテンシャルマップの重ね

合わせにより、サンプルとして選定した 10 種の生物は、対

象地周辺において、現況として以上のように分布することが

予想できた（図 3）。生物ごとに示している◯は、個体を表

しており、各範囲の中で生息していると考えられる。しかし

時に採餌や産卵、渡りといった生態によって範囲の内外を行

き来し、環境等の変化によって生息地は変動し得る。 

生物は高知城公園、筆山、鏡川周辺で生息している可能性 

が高く、サンプル種においては市街地を生息地とするものは

見られなかった。 

 

図 3．生態系地図 

 

Ӈ  

対象地周辺は、豊かな自然環境が残存しながらも、中世

の頃から人間による開発が進められ、人間にとって住み良い

土地へと造り替えられてきた。時に河川の氾濫や土砂災害と

いった自然の脅威に晒されながらも、石積みをはじめ技術を

駆使して造られてきた現在のまちなみがある。人口増加や交

通の発展により、さらなる機能や利便性の向上が見込まれる。

しかし、高知市という都市に生きるのは人間だけではない。

その他の生息・生育にも目を向けることがこれからの都市の

あり方における課題のひとつであると言える。 

生態系の調査・分析では、対象地周辺における生物種と自

然環境の把握から、生態系ポテンシャルマップを作成したの

ち、現況での生物の生息予想を行ったが、パッチからパッチ

へと移動する生物の生態に関して想定できてはいない。移動

分散の可能性はあるものの、現在生息地を自由に行き来でき

るのは、陸上に関して言えば、飛翔可能な生物に限られるも

のと推察される。それはパッチをつなぐコリドーが充分に発

達していないからであると考える。 

また“ヒト”も種のひとつとして生態系に位置し、他の種

と関わり合いながら生息空間を共有する都市の設計が望まれ

るものと考える。そこで以下では新たなコリドーが歴史的・

文化的背景を踏まえた“ヒトの生態”をもつなぐ、エコロジ

カルネットワークの再生による都市軸の再編を提案する。 
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図 1．生態イメージマップ 
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